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【携帯電話が濡れて、使用出来なかった事例】
事故者は、水上オートバイに乗船中、バランスを

崩して落水しました。落水後、水上オートバイに乗
船しようと試みるも、再乗船することができなかっ
たため、所持していた携帯電話で救助を求めようと
しましたが、海水で携帯電話が濡れたことにより、
故障してしまい、救助を求めることが出来ませんで
した。その後、偶然近くを航行していた当庁の巡視
艇に救助されました。

５月を迎え、マリンレジャーが本格化する時期となりました。この時期
になると、マリンレジャー活動中の事故が多く発生する傾向にあります。
これらの事故の中には、「連絡手段の確保」が適切になされなかったため
に、海上保安庁等に救助を求めることができなかった事例もあります。
今回は、水上オートバイ、SUPやカヌー、ミニボート等で活動する際の

連絡手段の確保について、注意すべき点を取り挙げてみました。

【注意すべき点】
海上では、携帯電話やスマ

ートフォンは防水型または防
水パックを使用しましょう。
海中転落した際紛失しないよ
うに、ストラップをつけて、
体から離れないようにする等、
連絡手段を確実に確保するよ
うにしましょう。

【携帯電話を所持していなかった事例】
事故者は、ＳＵＰ（スタンドアップパドルボー

ド）に乗り、沖に向かってパドルを漕いでいたとこ
ろ、潮流が速くなり、自力での帰還が困難となりま
したが、携帯電話を所持しておらず救助を求めるこ
とが出来ませんでした。その後、付近で釣りをして
いた人が１１８番通報して当庁の巡視艇に救助され
ました。

【携帯電話が流出した事例】
事故者は、ミニボートに乗船して沖で魚釣りをし

ていたところ、風が強くなってきたため帰港しよう
として、横波を受けて転覆しました。その後、転覆
したミニボートを自力で復元しましたが、携帯電話
の入ったクーラーボックスが流されていたことから、
救助を求めることが出来ませんでした。翌日、通り
かかった漁船に発見・救助されました。

【注意すべき点】
携帯電話やスマートフォンに

はストラップをつけて、体から
離れないようにしましょう。
海に出るときは、家族や友人に
帰宅時間、行き先、誰と行くか
など予め伝えておきましょう。
定時連絡も有効な手段です。

【早期発見・救助に繋がるために知ってほしいこと】
携帯電話のGPS機能を「ON」にすることで、１１８番通報した際に自分の詳細

な位置を海上保安庁に知らせることができます。また、島影等で電波が届かず、圏
外となる恐れのある海域での活動はなるべく控えるようにしましょう。


